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2014年10月より最長 5 年間の計画で，SIP(戦略的イノベ

ーション創造プログラム)/革新的設計生産技術(佐々木直哉

プログラムディレクター)が，国立大学法人大阪大学，パナ

ソニック株式会社，地方独立行政法人大阪府立産業技術総合

研究所(産技研)を中核メンバーとして採択された．採択課題

は，「三次元異方性カスタマイズ化設計・付加製造拠点の構

築と地域実証(研究開発代表者掛下知行阪大教授)」であ

り，大阪大学に異方性カスタム設計・AM(3D プリンター)

研究開発センター(センター長田中敏宏阪大教授)を設置

(2014年12月 1 日)し，拠点内の司令塔の役割を担う．共同

参画機関は，大阪大学(工学研究科・医学系研究科)他の中核

メンバーに加え，大阪大学工学研究科からの再委託として，

帝人ナカシマメディカル株式会社，川崎重工業株式会社，有

限会社北須磨動物病院，大阪府立大学(獣医学専攻)，京都大

学(工学研究科・再生医科学研究所)，東京大学(整形外科学)

が拠点形成の牽引的な役割を担う．2014年度，2015年度の

総予算は約 6 億5000万円であり，SIP(戦略的イノベーショ

ン創造プログラム)/革新的設計生産技術においても最大の規

模である．そのため，新しいものづくりスタイル構築のため

に寄せられる期待が大きい反面，プログラムの牽引役として

本拠点の担うべき責任も大きい．

SIP は，第107回総合科学技術会議(2013年 3 月 1 日)での

安倍晋三内閣総理大臣の「世界一を目指すためのイノベーシ

ョンの必要性」の発言をきっかけに，日本再興戦略の閣議決

定(2013年 6 月14日)に基づき，総合科学技術・イノベーシ

ョン会議の司令塔機能が強化された結果として創設された．

SIP は，府省を超えたプログラムとして，社会的に不可欠

で，日本の経済・産業競争力にとって重要な10テーマが選

択された．それぞれに PD(プログラムディレクター)が公募

で選ばれその強いリーダーシップのもとで各 SIP プログラ

ムが遂行されている．

その中の一つとして，革新的設計生産技術が創設され，内

閣府の主導のもと，NEDO(国立研究開発法人新エネルギ

ー・産業技術総合開発機構)からの委託を受け，本事業を推

進する．本テーマは，「デライトなものづくり」をキーワー

ドに地域の企業や個人のアイデアやノウハウを活かし，時間

的・地理的制約を打破する新たなものづくりスタイルを確立

することを目指している．さらに企業・個人ユーザニーズに

迅速に応える高付加価値な製品設計・製造を可能とし，産

業・地域の競争力を強化することを目的としている．

こうしたミッションのもと，当拠点は，「異方性」，「カス

タム化」を超上流概念とし，デライト最適化上流設計と最先

端ものづくり技術を両輪に，高付加価値化のための材質・形

状制御の確立，顧客起点の一気通貫による新ものづくり体制

を地域実証することを目的にしている．そのため，まずは事

業の骨格となる生体・医療・福祉機器，カスタム家電，異方

性冷熱デバイス，異方性航空・エネルギー部品などの異方性

カスタム化を牽引企業が先導的に研究開発・実証する．さら

に，そのプロセスで大・中小企業，官学を織り交ぜた新市場

獲得のための手法づくりと明確な出口事業の具現化を行い，

金属を中心とした異方性カスタム新市場の構築に向け産学官

連携で取り組んでいる(図参照)．

世界に対抗しうるものづくり体制は，基本性能を上げるこ

とはもとより，感性としてのデライト品質を向上させること

で，これまでにない高付加価値製品を生み出すことになる．

こうした品質は，「カスタム化設計」，「材質・形状の最適化

設計・制御」により生み出され，その際には「異方性(特定

の方向に非常に優れた機能を発現する性質)」が一つの出口

機能になりうる可能性がある．

本特集では，本拠点のコンセプト，さらにはプロジェクト

が 2 年目を迎えた現在の状況と今後の展開，最新の研究成

果及び活動状況について紹介する．
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図 1 本事業を牽引する関西地域を中心とした参画機関．進化する拠点の実現のため，大・中小企業や研究機関の新
規参入(赤で表示)が重要となる．
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